
ノワキテスは、右のユーパキディスカスに比べると、殻が左右
に薄いことが分かります。この写真では、殻の凹凸が分かりや
すいよう、化石にホワイトニングという処理をしています。

ノワキテスに近縁で、北海道からは化石がたくさん見つかる
ユーパキディスカス。殻が左右に厚く、ノワキテスに比べて、
かなりずんぐりした印象です。
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ユーパキディスカス・ハラダイ（北海道産）

ノワキテスの縫合線（上）とユーパキディ
スカスの縫合線（下、Jimbo, 1894を元
に作成）。ユーパキディスカスに比べて、単
純な縫合線を持っていることがわかります。

46 年ぶりの発見
　昨年夏に三笠市内から「ノワキテスの一種」が発見されました。このアンモナイトは、1979年に三笠から
1個体、夕張から1個体発見されましたが、その後、日本からは新たな化石は発見されていませんでした。す
なわち、このノワキテスは、46年ぶりに発見された日本のノワキテス第3標本ということになります。
　ノワキテスは、分類学的にも近く、北海道からは化石がたくさん見つかる「ユーパキディスカス」という
種類によく似ていますが、殻の左右方向の厚みが比較的薄いことや、縫合線が単純な形をしていることで見
分けられます。これらは、1月24～26日に行われた日本古生物学会第174回例会で発表されました。
　ノワキテスは、フランスなどでは比較的たくさん見つかるようです。近い仲間のユーパキディスカスも北
海道ではたくさん見つかるのに、なぜノワキテスは見つからないのでしょう。まだまだ研究は道半ばです。
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